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Ⅰー１ クリーン農業とは

○ 「クリーン農業」とは、堆肥等の有機物の施用などによる土づくりに努め、化学肥料や化学合成農薬の使用を必要最小限にとどめる
など、農業の自然循環機能を維持・増進させ、環境との調和に配慮した安全・安心、品質の高い農産物の安定生産を進める農業。

○ 平成３年（1991年）に北海道が全国に先駆けて提唱。
○ 「クリーン農業」では、国の「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」に基づく「特別栽培農産物」や、化学肥料や農薬を基本的に使

用しない「有機農業」なども含めて取り扱う。

１．土づくりの推進
２．化学肥料の低減
３．化学合成農薬の低減

○ 農業の自然循環機能の
維持・増進

○ 安全・安心で高品質な
農産物の安定生産

■ クリーン農業の概念図■ クリーン農業の目的

収量や品質に影響がない

不使用

1

化学肥料・化学農薬の低減をより重視

北海道のクリーン農業

クリーン農業以外の農業

YES!clean農産物

特別栽培農産物

有機農業

化学肥料 減

有機農産物
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Ⅰ－２ これまでのクリーン農業の取組状況と成果

■ 単位面積当たりの農薬出荷量の推移 ■ 単位面積当たりの主要肥料出荷量の推移

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、（財）日本植物防疫協会「農薬要覧」 資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、
日本肥料アンモニア協会「単肥及び複合肥料都道府県別出荷実績」

注１：主要肥料とは、硫安、尿素、高度化成などの６種類
注１：農薬とは、殺虫剤、殺菌剤、殺虫殺菌剤、除草剤、植物生長調整剤など

注２：単位面積とは、作付延べ面積であり、飼肥料作物を除く
注２：単位面積とは、作付延べ面積であり、飼肥料作物を除く

○ 単位面積当たりの農薬出荷量は、クリーン農業がスタートした平成３年度（1991年度）と比べ49.7％減少（R４年度）
○ 単位面積当たりの主要肥料出荷量は、クリーン農業がスタートした平成３年度（1991年度）と比べ39.1％減少（R４年度）

↑
クリーン農業

スタート

↑
YES!clean
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Ⅰ－３ クリーン農業技術の開発と普及

○ クリーン農業の推進に不可欠な技術は、北海道立総合研究機構において、これまでに422の技術が開発され、農業改良普
及センターなどによる情報提供や技術指導を通じて、普及を図っている。

3

に

資料：北海道農政部（平成3年度～令和5年度までの研究成果）

■ クリーン農業技術の開発状況（令和6年3月現在）

に

○土壌熱水抽出性窒素に基づくトマトの追肥技術

トマトの追肥量を土
壌熱水抽出性窒素
に応じて決める方法
を開発。施設栽培ト
マトにおける適切な
窒素追肥法として活
用。

○クリーン農業による畑地からの温室効果ガスの排出抑制効果

○球肥大改善に向けた直播たまねぎの窒素分施法

○生産・流通・消費から見たクリーン農業の総合評価

○蒸気式催芽における食酢によるイネ褐条病および苗立枯細
菌病の防除法

加工向け玉ねぎの直播栽培で窒素の分施（播種前：8週目=１：２）に
よって、多雨の年でも大きな玉ねぎの生産を可能とし、収量を安定化。

畑作・露地野菜畑では堆肥
施用（３ｔ/10a）と窒素減肥

によるクリーン農業技術の
導入により、温室効果ガス
の排出抑制に寄与。

など

など

など

CO₂

N₂O

うち高度クリーン

施肥法の改善 69 －

施用有機物の評価技術 43 9

土壌生物特性・活性化技術の開発 9 －

減農薬栽培の実態調査 7 －

効率的防除法の開発 56 11

要防除水準の設定 16 －

簡易モニタリングシステムの開発 11 －

化学合成農薬以外による防除技術 41 5

生物的防除 20 －

耕種的防除 23 －

農薬散布量の減量化 6 －

高能率除草機の開発・改良 6 －

農産物の品質評価法の開発 18 －

簡易分析法の開発 2 －

栽培技術の開発 28 －

高品質貯蔵・保鮮技術 2 －

農耕地の養分フロー把握と負荷軽減技術の開発 25 －

農耕地におけるガスの発生抑制技術の開発 9 －

家畜のふん尿

の低コスト処

理・利用技術

低コストふん尿処理・利用技術の開発 15 15 －

総合経済評価 クリーン農業の経営経済的評価 16 16 3

28

品質評価

 ・向上技術

化学肥料の使

用量を減らす

ための技術

農薬の使用量

を減らすため

の技術

技術開発体系 成果数

121

186

50

環境負荷抑制

技術
34

合　　　計 422



Ⅱ－１ YES!clean表示制度の概要

○ YES!clean表示制度は、クリーン農業技術を基に設定した堆肥等の有機物施用量、総窒素施用量、化学肥料施用量、化学合成農薬
成分使用回数などの基準を満たして生産した農産物に「YES!cleanマーク」などを表示する北海道独自の制度。

〇 水稲、畑作物、野菜、果樹などの６６品目で展開。

■ YES!clean表示制度の化学肥料及び化学合成農薬の使用基準

【化学合成農薬】

【化学肥料】

■ YES!clean表示制度の登録基準の主な特色

生産集団名 □□□□□□□□□□

代表者名（任意） □□□□□□□□

登録番号 第□□□□□□□号

連絡先 □□□□□□□□□□

住所 □□□□□□□□□□

電話番号 □□□□□□□□

化学肥料使用量（窒素成分/10a） ○kg以下

慣行レベルとの比較 ○割以上減

化学合成農薬成分使用回数 ○回以下

慣行レベルとの比較 ○割以上減

集団ＵＲＬ等（任意）

北海道クリーン農業推進協議会
http://www.yesclean.jp/

種 苗 ・遺伝子組換えのものを使用しないこと。

土 壌
診 断

・定期的な土壌診断を実施し、診断結果に基づき、堆肥や
化学肥料等を含めた施用量の総量
（「総窒素施用量」という。）の上限値を設定。

肥 料

・土づくりを基本とする堆肥などの有機物の施用
基準を設定。

・化学肥料(窒素成分）施用量の上限値を設定。

農 薬 ・化学合成農薬の有効成分使用回数の設定。

その他
・水稲は有人航空防除をしない。

・馬鈴しょは、茎葉枯凋剤を使用しない。

（％）

水　 稲 30.0
畑作物 大　　　豆 50.0

馬鈴しょ 18.2
野　菜 かぼちゃ 38.5

たまねぎ 35.0
にんじん 37.5
メロン(ﾊｳｽ） 38.5

果　樹 りんご 28.6

作　　　　物
（kg/10a）

窒素施用量
慣行の化学肥料

（kg/10a）

化学肥料の窒素
施用量の上限値

7.0

削減率

8.5

総窒素施用量の上限値
（たい肥等を含む）

10.0
4.0

7.0
2.0 3.0

（kg/10a）

11.0
13.0
20.0
16.0
13.0

7.0

9.0
8.0

13.0
10.0
8.0
5.0

12.0
14.0
18.0
15.0
16.0

（％）

水　 稲 50.0
畑作物 大　　　豆 15.4

馬鈴しょ 42.9
野　菜 かぼちゃ 41.7

たまねぎ 40.0
にんじん 40.0
メロン(ﾊｳｽ） 21.4

果　樹 りんご 22.6

作　　　　物

慣行の化学合成

(回） (回）

農薬の使用回数
化学合成農薬の
使用回数上限値

削減率

13
21
12
30

22 11

14
31

11
12
7

18
6

11
24

10

4
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■ YES!clean登録生産集団及び作付面積の推移

Ⅱ－２ YES!clean農産物の生産及び流通

○ YES!clean表示制度に取り組む登録生産集団は令和５年度(2023年度)末で220集団、水稲、ばれいしょ、たまねぎ、かぼちゃ、
トマトなどの50作物を作付しており、その面積は１万5,428ｈａ。

○ 近年、作付面積や新規の登録生産集団が減少傾向であり、全道の作付面積に占める割合は、令和４年度(2022年度)産で4.6％に留
まっている。一方で、トマト45.9％など占有率が高い品目もある。

資料：北海道クリーン農業推進協議会調べ

■ 主なYES!clean農産物の占有率

資料：北海道クリーン農業推進協議会調べ

(ha)(集団)

5

区分 H30年度産 R元年度産 R2年度産 R3年度産 R4年度産

（2018） （2019） （2020） （2021） （2022）

水稲 12.8 12.8 12.6 13.1 13.3

秋まき小麦 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

大豆 1.1 1.0 1.0 1.0 0.9

ばれいしょ 5.1 4.8 5.7 5.3 5.2

たまねぎ 2.8 2.2 1.5 1.5 1.4

にんじん 4.9 4.5 4.2 4.0 3.9

かぼちゃ 4.2 3.9 3.6 3.7 3.7

キャベツ 9.5 8.4 8.4 7.5 6.9

トマト 53.0 52.3 50.2 46.4 45.9

ピーマン 9.6 9.6 9.3 6.9 7.0

すいか 21.6 22.5 21.7 20.8 21.0

メロン 4.6 3.7 3.3 3.1 4.0

りんご 24.7 27.1 26.6 17.6 17.6

なし 22.6 25.6 23.0 8.8 8.0

ぶどう 1.6 1.8 1.6 1.4 1.4

全体 4.6 4.9 4.7 4.6 4.6

全道の作付面積に対する占有率（％）
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Ⅱ－３ 有機農業の推進

○ 道では、Ｒ４年(2022年)３月に「有機農業の推進に関する法律」に基づく「北海道第４期有機農業推進計画」を策定し、有機農業の総
合的な施策を展開。 本道農業の持続的な発展を図っていく上で、重要な農業形態の一つとして推進。

○ 令和４年度(2022年度)の有機JAS認証農家は、332戸、6,226ヘクタール。

■ 有機ＪＡＳ認証農家数と面積

資料：農林水産省「県別有機認定事業者数一覧」

＜有機農業の定義＞

有機農業推進法では、化学肥料や農薬を使用しないこと及び遺伝子
組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産に由来する環境への
負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用いて行われる農業

6

有機食品の検査認証制度

＜有機農産物の日本農林規格＞
・ たい肥等による土づくり
・ 播種・植付け前２年以上及び栽培
期間中に禁止された農薬、化学肥料を
不使用

・ 遺伝子組換え技術を不使用
・ 禁止された化学肥料・農薬の飛来、
流入防止

・ 収穫後も薬剤の汚染や有機以外の
農産物の混入防止

有機ＪＡＳマーク
（国の規格）

登録認証機関名

「有機ＪＡＳ規格」に適合した生産が行われていることを第三者機関が
検査し、認証された事業者に「有機ＪＡＳマーク」の使用を認める制度
（有機農産物、有機畜産物、有機加工食品）

北海道有機農業推進計画［第4期］
（R4(2022).3）

◆ 推進方針 ◆
① 有機農業の取組拡大
② 有機農業技術の開発・普及
③ 有機農産物の販路確保
④ 有機農業への理解醸成

有機農業の取組面積

４，８１７hａ → １１，０００ｈａ

有機農業に関する認知度

３０％ → ５０％

◆ 目標 R2(2020)～Ｒ12（2030) ◆

有機農家戸数

４１７戸 → ６００戸



Ⅱ－４ 環境保全に向けた農業生産活動

○ 国際水準ＧＡＰ（農業生産工程管理）を導入している経営体は、令和５年（2023年）で３２０経営体。

○ 農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律（平成26年法律第78号）に基づき、環境保全に効果の高い営農活動

に対して支援する「環境保全型農業直接支払交付金」の令和５年度（2023年度）実施件数は126件、取組面積は21,311ha。

■ ＧＡＰ導入経営体数の推移

資料：北海道農政部調べ
注：農業教育機関も含むJGAP及びASIAGAP認証経営体の総計
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農畜産物生産で適正な手順や資材等の管理を行い、食品安全や環
境保全、労働安全を確保する生産工程管理の取組

■ GAPの概要

農業者の組織する団体が、化学肥料・化学合成農薬を５割以上低減す
る取組と併せて行う、地球温暖化防止に効果の高い取組や生物多様性
保全に効果の高い取組に対して、10a当たり800円から14,000円を支援

■ 環境保全型農業直接支払交付金の概要

■ 環境保全型農業直接支払交付金の取組面積推移

資料：北海道農政部調べ
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Ⅲ 北海道クリーン農業推進計画（第８期）策定にあたって

○ クリーン農業の更なる普及・推進に向け、これまでの取組を点検・評価しながら、地域や関係者との意見交換、道民からの

意見募集、北海道食の安全・安心委員会での審議等を経て、次期計画を策定。

第８期計画策定にあたって

第１ クリーン農業への理解促進

■取り組む重要性を農業者に啓発

■効果を消費者や流通業者に発信

情勢の変化 など第７期計画

第２ クリーン農業の技術開発と普及

■道総研と連携し新たな課題に対応

■地域の条件に即し技術開発・普及

第３ YES!clean農産物の拡大

■表示制度を通じた消費者理解増進

■クリーン農業に取り組む産地の拡大

第４ 有機農業の推進

■参入・転換の推進

■有機農産物の理解醸成や販路確保

第５ 国際水準ＧＡＰ実施の推進

■クリーン農業拡大のためＧＡＰ推進

○「みどりの食料システム戦略」

・生産力の向上と持続性の両立を技術革新で実現

○「改正食料・農業・農村基本法」

・「環境と調和のとれた食料システムの確立」を規定

○スマート農業技術の発達

○気候変化

○クリーン農業技術の蓄積(422技術)

○有機農業技術の蓄積（36技術）

○農薬、化学肥料の使用量４割減（H３比）

○環境に配慮した農産物への需要は限定的

○販売価格に反映されず取組意欲停滞

○高齢化や担い手の減少により登録集団の減

○国の「環境保全型農業直接支払交付金」

○小売店に有機専用の棚が設置

○有機加工品の出現・増加

○「改正食料・農業・農村基本法」

・「輸出で食料供給能力の維持を図る」を規定

●クリーン農業に取り組んできた意義やクリーン農

産物の価値をクリーン農業に関わる者で改めて認

識する必要があるのではないか

●クリーン農業においてもスマート技術を活用して

いく必要があるのではないか

●限定的な需要にも、相応に応えていく必要がある

のではないか。

●産地形成のための手段としてYES!clean登録制度

を活用することも考えられるのではないか

●有機農業を拡大して、有機農産物に対する需要

に応えていく必要があるのではないか

●輸出先国の衛生・検疫基準に鑑み、クリーン・有

機農産物を輸出商材としていくべきではないか

●輸出に必要なＧＡＰ認証や有機ＪＡＳ認証の取得

を進めるべきではないか 8

●YES!cleanの取組を端緒に化学肥料や化学農薬

をより削減した特別栽培や有機農業へ深化してい

くことが必要ではないか


